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この度は，統合開発環境 CubeSuite+をご使用いただきまして，誠にありがとうございます。 

この添付資料では，本製品をお使いいただく上での制限事項および注意事項等を記載しております。ご使

用の前に，必ずお読みくださいますようお願い申し上げます。 
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第1章 対象デバイスについて 

統合開発環境 CubeSuite+がサポートする対象デバイスに関しては，WEB サイトに掲載しています。 

こちらをご覧ください。 

CubeSuite+製品ページ： 

http://japan.renesas.com/cubesuite+ 

http://japan.renesas.com/cubesuite


CubeSuite+ V1.00.01 リリースノート 

R20UT0649JJ0100  Rev. 1.00                           Page 3 of 21 

2011.06.10  

 

第2章 ユーザーズ・マニュアルについて 

本製品に対応したユーザーズ･マニュアルは，次のようになります。本文書と合わせてお読みください。 

 

マニュアル名 資料番号 

CubeSuite+ V1.00.00 起動編 R20UT0545JJ0100 

CubeSuite+ V1.00.00 78K0 設計編 R20UT0546JJ0100 

CubeSuite+ V1.00.00 78K0R 設計編 R20UT0547JJ0100 

CubeSuite+ V1.00.00 RL78 設計編 R20UT0548JJ0100 

CubeSuite+ V1.00.00 V850 設計編 R20UT0549JJ0100 

CubeSuite+ V1.00.00 78K0 デバッグ編 R20UT0559JJ0100 

CubeSuite+ V1.00.00 78K0R デバッグ編 R20UT0560JJ0100 

CubeSuite+ V1.00.00 RL78 デバッグ編 R20UT0561JJ0100 

CubeSuite+ V1.00.00 V850 デバッグ編 R20UT0562JJ0100 

CubeSuite+ V1.00.00 解析編 R20UT0563JJ0100 

CubeSuite+ V1.00.00 メッセージ編 R20UT0407JJ0100 
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第3章 アンインストール時の選択キーワード 

本製品をアンインストールする場合は，2 つの方法があります。 

・統合アンインストーラを使用する(CubeSuite+自体をアンインストールする) 

・個別にアンインストールする(本製品のみをアンインストールする) 

 

個別にアンインストールを行なう場合，コントロールパネルの 

・「プログラムの追加と削除」(WindowsXP の場合) 

・「プログラムと機能」(Windows Vista, Windows 7 の場合) 

から，「CubeSuite+」を選択してください。 
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第4章 注意事項 

本章では，注意事項について説明します。 

 

4.1 CubeSuite+全体の注意事項 
 

4.1.1 ファイル名に関する注意事項 

フォルダ名，ファイル名に関しては次の注意事項があります。 

・フォルダ名，ファイル名 

Windows のエクスプローラで作成することのできないフォルダ名とファイル名は，使用しないでくださ

い。 

・ソース・ファイル名とロード・モジュール・ファイル名とプロジェクト・ファイル名 

ファイル名は，a-z，A-Z，0-9，.(ピリオド)，_(アンダスコア)，+，- のいずれかの文字で構成されます。 

ファイル名の先頭と最後に，.(ピリオド)の文字は使えません。 

英大文字(A - Z)，英小文字(a - z)は区別されません。 

ファイル名は，パスを含めて最大 259 文字です。 

・上記以外のファイル名 

Windows のファイル名規約に準拠します。 

なお，ファイル名には次の文字は使えません。 

¥ / : * ? " < > | ; 

ファイル名の先頭と最後に.(ピリオド) とスペースは使えません。 

英大文字(A - Z)，英小文字(a - z)は区別されません。 

ファイル名は，パスを含めて最大 259 文字です。 
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4.1.2 パネル表示に関する注意事項 

使用するハードウエア環境が CubeSuite+ の推奨サポート環境を下回るスペックである場合，［プロパ

ティ］パネルのサイズを小さくすると表示内容が乱れることがあります。 

その場合には，分割パネル領域から［プロパティ］パネルを外に出してください。 

・ドッキング可能を ON にして，ドッキング・パネル化する 

・フローティングを ON にして，フローティング・パネル化する 

 

4.1.3 ユーザーアカウント制御(UAC)機能に関する注意事項 

Windows Vista / Windows 7においてUAC 機能を無効にした場合，管理者権限をもたないユーザでプロジェ

クトを作成や開いた場合で，かつ，デバイス依存情報をインストールしていない場合，デバイス依存情報のイ

ンストールが開始されますがインストールに失敗します。UAC 機能を無効にする場合は，管理者権限でログ

インしてプロジェクトを作成してください。 

 

4.1.4 分割パネル・カテゴリに含まれるコマンドのアクセラレータに関する注意

事項 

分割パネル・カテゴリに含まれるコマンドのメニューにアクセラレータが表示されているが，キーを押して

も反応しません。メニューを使用する場合には，マウスで選択してください。 

 

4.2 設計ツールの注意事項 
 

4.2.1 パッケージの変更に関する注意事項 

端子配置のプロパティでパッケージ名を変更した場合，端子配置図および端子配置表の入力データはクリア

されます。 

 

4.2.2 プロジェクト保存に関する注意事項 

サブプロジェクトが存在するプロジェクトにて，端子配置図または端子配置表パネルが開いた状態でプロ

ジェクトの保存を行った場合に，プロジェクト・ツリー上の最後のサブプロジェクトの端子配置図，端子配置

表が必ず表示されます。 

 

4.3 ビルド・ツールの注意事項 
 

4.3.1 スタートアップ・ノードに関する注意事項 

CX 用プロジェクトである場合、スタートアップ・ノードにオブジェクト・モジュール・ファイル(.obj)を

登録すると、以下の警告が出力します。この警告は無視してください。 

W0560111:同じファイルが入力ファイルとして複数回指定されています。 

マルチコア用プロジェクトである場合、スタートアップ・ノードにオブジェクト・モジュール・ファイル

(.obj)を登録すると、以下のエラーが出力します。スタートアップ・ノードにはアセンブル・ファイル(.asm)

を登録してください。 

F0560208:シンボル"xxx"は多重に定義されています。 
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4.3.2 リスト・コンバータに関する注意事項 

CubeSuite+の CA78K0R,および CA78K0 の*.exe がある”Bin”フォルダまでのパス名長を 67 文字以内にして

ください。リスト・コンバータを実行するとエラーになる場合があります。 

例） 

C:\Program Files\..\Renesas Electronics\CubeSuite+\CA78K0R\<バージョン>\Bin 

-------------------------  67 文字以内 --------------------------------- 

 

 

4.4 デバッグ･ツールの注意事項 
文中において以下の略称を使用しています。 

OCD(シリアル) ：MINICUBE2，E1 エミュレータ(シリアル)，E20 エミュレータ(シリアル) 

OCD(JTAG) ：MINICUBE，E1 エミュレータ(JTAG)，E20 エミュレータ(JTAG) 

 

4.4.1 サブプロジェクトの追加に関する注意事項 

【対 象】全デバッグ・ツール，全デバイス共通 

メインプロジェクトと異なるデバイスを扱うサブプロジェクトを追加する場合，デバッグ・ツールを切断し

てから行ってください。 

 

4.4.2 ブートスワップ実行時の注意事項 

【対 象】シミュレータ／OCD(JTAG)／OCD(シリアル)，全デバイス共通 

ブートスワップ領域にソフトウエア・ブレークを設定した場合，フラッシュ ROM にブレーク用の命令が書

き込まれるため，ブートスワップ後もブレーク用の命令が残ってしまいます。 

 

・OCD(JTAG)／OCD(シリアル)の場合：ブレークを設定する場合は，ハードウエア・ブレークを使用してくださ

い。 

・シミュレータの場合：ブートスワップ領域にブレークを設定しないでください。 

 

4.4.3 内蔵RAMでのプログラム実行に関する注意事項 

【対 象】シミュレータ，V850 

V850E/MA3 などの V850E マイコンでは，内蔵 RAM でのプログラム実行(0x0fff0000 番地～0x0fffefff 番地で

のプログラム実行)に関して以下の注意事項があります。 

・内蔵 RAM 内でブレークした際，逆アセンブル･パネル上では(0x03ff0000 番地～0x03ffefff 番地)が表示され

ます。 

・内蔵 RAM 内の関数へステップ･インした場合，ステップ･オーバーの動作となります。 
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4.4.4 ストップ･モードの注意事項 

【対 象】全デバッグ・ツール，全デバイス共通 

STOP モードや HALT モードなどのスタンバイ･モード中に強制ブレークを行った場合や，ステップ実行で

スタンバイ・モードに移行する命令を実行した場合，シミュレータとエミュレータ(IECUBE，OCD(JTAG)，

OCD(シリアル))では以下のような動作の差があります。 

 

・エミュレータ：強制ブレークによりスタンバイ･モードは解除されます。また，ステップ実行ではスタンバ

イ・モードに移行しません。 

・シミュレータ：強制ブレークによりスタンバイ･モードは解除されません。また，ステップ実行ではスタン

バイ・モードに移行します。 

どちらの場合とも，強制ブレーク時に PC(プログラム･カウンタ)行は，HALT などのスタンバイ･モード以降

命令の次命令でブレークします。このためシミュレータの場合，スタンバイ･モードが解除されているように

も見えます。スタンバイ･モードが解除されているかどうかの確認はステータス･バー行なってください。スタ

ンバイ･モード中の場合，ステータス･バーに"Halt"や"Standby"の表示が出ます。 

 

4.4.5 乗除算器に関する注意事項 

【対 象】シミュレータ，78K0 

78K0 の命令シミュレーションを行なう場合，乗除算器に対応していません。このため，プログラム内で乗

算や除算を行なう場合は，ビルド･ツールのプロパティ･パネルを開き，[コンパイル･オプション]タブで[[乗除

算器を使用する]ドロップダウン･リストの「いいえ」を選択してください。 

 

4.4.6 メモリ･バンクに関する注意事項 

【対 象】シミュレータ，78K0 

78K0 の命令シミュレーションを行なう場合，メモリ･バンク機能に対応していません。 

 

4.4.7 CPU動作クロックに関する注意事項 

【対 象】シミュレータ，78K0R，RL78 

78K0R，RL78 の命令シミュレーションを行う場合，高速内蔵発振器の周波数は 8MHz 固定です。 

 

4.4.8 乗除算器，積和演算器に関する注意事項 

【対 象】シミュレータ，78K0R，RL78 

78K0R，RL78 の命令シミュレーションを行う場合，乗除算器や積和演算器の使用に関して以下の注意事項が

あります。 

(1) 乗除算器や積和演算機を除算モードで使用した場合，除算処理は 1 クロックで終了します。 

(2) 乗除算器や積和演算機を除算モードで使用した場合，除算演算完了割り込みは発生しません。ただし，

除算完了を示す SFR は変化します。(乗除算コントロール・レジスタ"MDUC"の DIVST ビットが 0 になり

ます。) 
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4.4.9 任意区間のトレースに関する注意事項 

【対 象】シミュレータ，全デバイス共通 

トレース開始イベントからトレース終了イベントまでをトレースする場合，シミュレータではトレース終了

イベントがトレース結果として表示されません。このため，シミュレータを使用する場合はトレース終了イベ

ントをトレース･データとして表示させる範囲の 1 行下に設定してください。 

 

4.4.10 任意区間の実行時間測定に関する注意事項 

【対 象】シミュレータ，全デバイス共通 

タイマ開始イベントからタイマ終了イベントまでを実行時間測定する場合，シミュレータではタイマ終了イ

ベントが時間測定結果に含まれません。このため，シミュレータを使用する場合はタイマ終了イベントを時間

測定する区間の 1 行下に設定してください。 

 

4.4.11 CPU動作クロックに関する注意事項 

【対 象】シミュレータ，V850 

V850 の命令シミュレーション･モードでは，クロック･ジェネレータのシミュレーションは行われません。

このため，CPU の動作クロックは常にプロパティ･パネルで設定したメインクロック周波数となります(ク

ロック･ジェネレータが持つ内蔵周辺 I/O レジスタを操作しても，CPU の動作クロックは変化しません)。 

 

4.4.12 メモリ表示パネルでの最大アドレス空間表示について 

【対 象】OCD(シリアル)／IECUBE，78K0 

メモリパネル等でデバイス最大サイズの内部 ROM，内部高速 RAM，内部拡張 RAM にアクセスするには，

メモリ・サイズ切り替えレジスタ(IMS)と内部拡張 RAM サイズ切り替えレジスタ(IXS)をフック処理に設定し

てくいださい。 

 

4.4.13 外部リセット信号入力中の操作についての注意 

【対 象】OCD(JTAG)／IECUBE，78K0 

外部リセット信号が入力された状態で，SFR パネルを表示させて，実行やステップ実行の操作を行うと，

操作のたびにエミュレータとの通信タイムアウトが発生し，操作性が著しく悪くなります。 

 

4.4.14 コール・スタック表示について 

【対 象】全デバッグ・ツール，78K0R 

スタック・トレースは，スタックにフレーム・ポインタ(HL)を Push しない関数(noauto，norec 関数等)が

ある場合，正しく動作しないことがあります。 
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4.4.15 リターン実行，コール・スタック表示について 

【対 象】OCD(JTAG)／OCD(シリアル)／IECUBE，78K0R 

エディタパネルで(ソース・モードで)ステップ実行した場合，デバッグ・ツールは PSW レジスタの NP，

EP，ID フラグをもとに割り込み処理中かどうかを判断しています。そのため，多重割り込みを使用している

場合など，上記フラグやレジスタを変更した場合は，リターン実行や，コール・スタックの表示が正常に行な

われない場合があります。 

 

4.4.16 ROM化を行ったときのソフトウェアブレークについて 

【対 象】全デバッグ・ツール，全デバイス 

ROM 化の対象がコードの場合，そのコードに対してソフトウェアブレークを設定しても，RAM へのコピー

時にブレーク用の命令が削除されるため，ブレークしません。OCD(JTAG)，OCD(シリアル)，IECUBE を使

用している場合は，ハードウェアブレークを使用してください。なお，シミュレータを使用している場合，ハー

ドウェアブレークを使用してもブレークしませんが，トレーサ，またはタイマーを ON にすることでブレーク

するようになります。 

 

4.4.17 サブプロジェクトの追加について 

【対 象】全デバッグ・ツール，全デバイス 

デバッグ・ツール接続中にサブプロジェクトを追加すると，ダウンロード等に失敗することがあります。サ

ブプロジェクトの追加は，デバッグ・ツール切断中にしてください。 

 

4.4.18 フラッシュ・オプションの設定について 

【対 象】OCD(JTAG)，V850E2M 

下記フラッシュ・オプションで以下に示すビットは 1 固定になります。0 を書き込みたい場合は，フラッ

シュ・プログラマをお使いください。 

・オンチップ・デバッグ・セキュリティ ID のビット 95(セキュリティ・ロック信号解除) 

・オプション・バイト 0 のビット 31(デバッグ・インタフェース接続禁止ビット) 

 

4.4.19 スタック・トレース表示についての注意 

【対 象】全デバッグ・ツール，78K0 

スタック・トレース表示機能は，スタックにフレーム・ポインタ(HL)を Push しない関数(noauto，norec 関

数等)がある場合やメモリ・バンクを使っている場合には，main 関数まで正しく表示されないことがあります。 

また，スタックにフレーム・ポインタ(HL)を Push しない関数(noauto，norec 関数等)や，メモリ・バンク

関数からリターン実行した場合，フリーラン状態になることがあります。 

 

4.4.20 メモリ・バンク内でステップ・インした際の注意 

【対 象】全デバッグ・ツール，78K0 

メモリ・バンク内のユーザ定義ライブラリ関数またはメモリ・バンク内のデバッグ情報なし関数にソース・

レベルでステップ・インした場合，バンク切り替えライブラリ内でブレークします。 
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4.4.21 ローカル変数の表示に関する注意 

【対 象】全デバッグ・ツール，78K0，78K0R 

スタック・トレース・パネルで，カレント PC のスコープ外のローカル変数は，正しく表示できません。 

 

4.4.22 逆アセンブル・ウインドウについての注意 

【対 象】全デバッグ・ツール，78K0 

コモン領域内の命令を逆アセンブル・ウインドウで表示する際，表示される命令にメモリ・バンク領域内の

シンボルが使用されていると，異なるバンクのシンボルを表示してしまう場合があります。 

 

4.4.23 ブレークポイントの設定等が不正になる注意 

【対 象】全デバッグ・ツール，全デバイス 

関数名や変数名を，先頭のアンダー・バーの有無などで使い分けている場合，デバッガが誤認識してしまい，

シンボル変換や，ブレークポイントの設定が不正になる場合があります。 

例えば_reset と__reset という 2 つの関数が存在していた場合などが該当します。 

 

4.4.24 ブレークの競合に関する注意 

【対 象】IECUBE／OCD(JTAG)／OCD(シリアル)，V850 

関数名や変数名を，先頭のアンダー・バーの有無などで使い分けている場合，デバッガが誤認識してしまい，

シンボル変換や，ブレークポイントの設定が不正になる場合があります。 

ソフトウェアブレークと以下のハードウェアブレークが競合した場合，PC の値を不正に補正する場合があり

ます。ソフトウェアブレークではなく，ハードウェアブレークを使用してください。 

(1) トレース・フル・ブレーク 

(2) ノンマップ・ブレーク 

(3) ライト・プロテクト・ブレーク 

(4) IO イリーガル・アクセス・ブレーク 

(5) 停止ボタンによる強制ブレーク 

(6) イベント・ブレーク(ハードウェアブレーク) 

(7) タイムアウト・ブレーク 
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4.4.25 V850E2Mのシミュレーションについて 

【対 象】シミュレータ，V850E2M 

V850E2M 用シミュレータ(命令)は，以下に示す機能をシミュレーションします。それ以外の機能はシミュ

レーションしません。 

・CPU 命令 

・例外 

・システム・レジスタ保護 

・メモリ保護 

・タイミング監視機能 

・浮動小数点演算機能 

 

また，以下に示す点に注意してください。 

 

(1) 外部メモリ領域へのアクセスはできません。 

(2) 浮動小数点ユニット(FPU)のシミュレーションの結果は，実デバイスと誤差が生じます。シミュレータは，

Visual C++の浮動小数点ライブラリを用いて，80ビットで計算した結果をレジスタに格納します。 

(3) 以下の例外要因はサポートしていません。 

システム･エラー例外，メモリ･エラー例外，コプロセッサ使用不可例外 

(4) キャッシュ・メモリのシミュレーションはサポートしていません。 

(5) SYNCE/SYNCM/SYNCPの3命令はサポートしていません。実行した場合は，NOPと同様の動作になります。 

(6) CPUの動作クロックは4MHz固定となります。プロパティ･パネルでメイン･クロック周波数の設定を変更し

てもCPUの動作クロックに反映されません。 

(7) データ･フラッシュの領域にアクセスできません。アクセスした場合，エラーが発生してブレークします。 

(8) オプション･バイト格納レジスタ"OPBT0"の値は常に0となります。 
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4.4.26 フラッシュ・セルフ・エミュレーションについて 

【対 象】IECUBE，V850 

IECUBE でフラッシュ・セルフ・プログラミングのエミュレーションを行う場合，次に示すフラッシュ関数

のエミュレーション可否，および注意事項を確認してください。 

 

表 フラッシュ・セルフ・プログラミングType01使用時のフラッシュ関数エミュレーション可否 

 

フラッシュ関数名 機能概要および制限 
エミュレー

ション可否

FlashEnv フラッシュ環境初期化／終了関数 ○ 

FlashBlockErase 1ブロック消去関数 ○ 

FlashWordWrite 

1ワード分の書き込み関数 

制限：第三引数にガード領域が指定されていた場合，意図しないアドレスで

フェイル・セーフ・ブレークが発生します。 

△ 

FlashBlockIVerify 1ブロックの内部ベリファイ処理関数 ○ 

FlashBlockBlankCheck 1ブロックのブランク・チェック関数 ○ 

フラッシュ情報取得関数 

Option = 2：CPU番号，およびCPUで持っているブロック総数 

制限：CPU番号はコンフィギュレーションで設定したデバイス名称(4桁番号)が

返却されます。 

△ 

Option = 3：セキュリティ情報 ○ 

Option = 4：ブート領域入れ替え情報取得 

制限：ブート領域入れ替え情報が反映されません。 
△ 

FlashGetInfo 

Option = 5＋ブロック番号： ブロックの最終アドレス取得 ○ 

FlashSetInfo 
フラッシュ情報設定関数 

制限：ブート領域入れ替え設定が無視されます。 
△ 

FlashStatusCheck 

直前に実行したフラッシュ関数の動作状況確認関数 

制限：FlashBlockEraseおよびFlashBlockBlankCheckでFE_BUSYからFE_OKにな

るタイミングが実デバイスと異なります。 

△ 

FlashBootSwap ブート領域のブロック入れ替え関数 × 

FlashSetUserHandler ユーザ割り込みハンドラ登録関数 ○ 

FlashFLMDCheck FLMD0端子の状態チェック関数 ○ 

FlashSetInfoEx 
フラッシュ情報設定関数 

制限：ブート領域入れ替え設定が無視されます。 
△ 

FlashNWordRead 

Nワード分の読み出し関数 

制限：第三引数にガード領域が指定されていた場合，意図しないアドレスで

フェイル・セーフ・ブレークが発生します。 

△ 

○：エミュレーション可能， △：制限付きでエミュレーション可能， ×：エミュレーション不可 
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表 フラッシュ・セルフ・プログラミングType02c使用時のフラッシュ関数エミュレーション可否 

 

フラッシュ関数名 機能概要および制限 
エミュレー

ション可否

FlashEnv フラッシュ環境初期化／終了関数 ○ 

FlashBlockErase 1ブロック消去関数 ○ 

FlashWordWrite 

1ワード分の書き込み関数 

制限：第三引数にガード領域が指定されていた場合，意図しないアドレスで

フェイル・セーフ・ブレークが発生します。 

△ 

FlashBlockIVerify 1ブロックの内部ベリファイ処理関数 ○ 

FlashBlockBlankCheck 1ブロックのブランク・チェック関数 ○ 

フラッシュ情報取得関数 

Option = 2：CPU番号，および，CPUで持っているブロック総数 

制限：CPU番号はDFの名称(4桁番号)が返却されます。 
△ 

Option = 3：セキュリティ情報 ○ 

Option = 4：ブート領域入れ替え情報取得 

制限：ブート領域入れ替え情報が反映されません。 
△ 

FlashGetInfo 

Option = 5＋ブロック番号： ブロックの最終アドレス取得 ○ 

FlashSetInfo 
フラッシュ情報設定関数 

制限：ブート領域入れ替え設定が無視されます。 
△ 

FlashBootSwap ブート領域のブロック入れ替え関数 × 

FlashFLMDCheck FLMD0端子の状態チェック関数 ○ 

FlashWordRead 

データ読み出し関数 

制限：第三引数にガード領域が指定されていた場合，意図しないアドレスで

フェイル・セーフ・ブレークが発生します。 

△ 

○：エミュレーション可能， △：制限付きでエミュレーション可能， ×：エミュレーション不可 
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表 フラッシュ・セルフ・プログラミングType03使用時のフラッシュ関数エミュレーション可否 

 

フラッシュ関数名 機能概要および制限 
エミュレー

ション可否

FlashEnv フラッシュ環境初期化／終了関数 ○ 

FlashBlockErase 1ブロック消去関数 ○ 

FlashWordWrite 

1ワード分の書き込み関数 

制限：第三引数にガード領域が指定されていた場合，意図しないアドレスで

フェイル・セーフ・ブレークが発生します。 

△ 

FlashBlockIVerify 1ブロックの内部ベリファイ処理関数 ○ 

FlashBlockBlankCheck 1ブロックのブランク・チェック関数 ○ 

フラッシュ情報取得関数 

Option = 2：CPU番号，および，CPUで持っているブロック総数 

制限：CPU番号はDFの名称(4桁番号)が返却されます。 
△ 

Option = 3：セキュリティ情報 ○ 

Option = 4：ブート領域入れ替え情報取得 

制限：ブート領域入れ替え情報が反映されません。 
△ 

FlashGetInfo 

Option = 5＋ブロック番号： ブロックの最終アドレス取得 ○ 

FlashSetInfo 
フラッシュ情報設定関数 

制限：ブート領域入れ替え設定が無視されます。 
△ 

FlashBootSwap ブート領域のブロック入れ替え関数 × 

FlashFLMDCheck FLMD0端子の状態チェック関数 ○ 

FlashWordRead 

データ読み出し関数 

制限：第三引数にガード領域が指定されていた場合，意図しないアドレスで

フェイル・セーフ・ブレークが発生します。 

△ 

FlashlVerify 内部ベリファイ関数(EEPROM専用) × 

FlashBlankCheck ブランク・チェック関数(EEPROM専用) × 

EEPROM_Init EEPROM 領域初期化関数(EEPROM専用) × 

EEPROM_Write EEPROM 書き込み関数(EEPROM専用) × 

EEPROM_Read EEPROM 読み出し関数(EEPROM専用) × 

EEPROM_Copy EEPROM コピー関数(EEPROM専用) × 

EEPROM_VChK EEPROM 有効領域チェック関数(EEPROM専用) × 

EEPROM_Erase EEPROM 消去関数(EEPROM専用) × 

○：エミュレーション可能， △：制限付きでエミュレーション可能， ×：エミュレーション不可 
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表 フラッシュ・セルフ・プログラミングType04使用時のフラッシュ関数エミュレーション可否 

 

フラッシュ関数名 機能概要および制限 
エミュレー

ション可否

FlashInit セルフ・ライブラリの初期化関数 ○ 

FlashEnv フラッシュ環境初期化／終了関数 ○ 

FlashBlockErase 1ブロック消去関数 ○ 

FlashWordWrite 1ワード分の書き込み関数 ○ 

FlashBlockIVerify 1ブロックの内部ベリファイ処理関数 ○ 

FlashBlockBlankCheck 1ブロックのブランク・チェック関数 ○ 

フラッシュ情報取得関数 

Option = 2 デバイス情報(ブロック総数，デバイス番号) ○ 

Option = 3 
セキュリティ・フラグ，ブート・ブロックの末尾ブロック番

号 
○ 

Option = 4 デバイス情報 ○ 

Option = 5 リセット・ベクタ・アドレス ○ 

FlashGetInfo 

Option=6 + ブ

ロック番号n 
ブロック番号nの末尾アドレス ○ 

FlashSetInfo 
フラッシュ情報設定関数 

制限：ブート領域入れ替え設定が無視されます。 
△ 

FlashStatusCheck 
直前に実行したフラッシュ関数の動作状況確認 

制限：SELFLIB_BUSYは返却されません。 
△ 

FlashBootSwap 
ブート領域のブロック入れ替え関数 

制限：関数の呼び出しはできますが，ブート・スワップは実行されません。 
× 

FlashFLMDCheck FLMD0端子の状態チェック関数 ○ 

○：エミュレーション可能， △：制限付きでエミュレーション可能， ×：エミュレーション不可 
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No 注意事項 

1 

以下の場合，フラッシュ・メモリ・セルフ・プログラミング・エミュレーションを有効にできません。 

(A)内蔵ROMサイズがデフォルトサイズ以外に設定した場合 

(B)実行前ブレークを2個使用している場合 

   回避策としては，実行前ブレーク1個を無効にするか，削除してください。 

2 

フラッシュ・メモリ・セルフ・プログラミング・エミュレーションを有効にすると，以下のデバッグ機能に制限

がつきます。 

(A)内蔵ROMと内蔵RAMサイズの変更はできません 

(B)プログラムDMM/擬似RRMの機能は使用できません。 

(C)SPレジスタが適当な位置(内蔵RAM等)に初期化される前にイベント等のブレークが発生した場合は，スタック

エリアに対する不正ブレーク要因となってしまいます。この間にブレークが発生する可能性がある場合は，

プログラム実行前にSPを適当な値にしてください。 

(D)ご使用のIECUBEで，下記制限事項が存在する場合，不正ブレークが発生する可能性があります。フェイル・セー

フ・ブレーク設定ダイアログで内蔵RAMのNon Mapのチェックをはずしてください。 

  「内蔵RAMでプログラム実行時のイリーガル・ブレーク制限事項」 

3 

フラッシュ・メモリ・セルフ・プログラミング・エミュレーションを有効に設定すると，0番地から4バイト分は

予約領域になり，0番地にjr 0xfffd6の4バイト命令が書き込まれます。 

そのため，リセットベクタ0番地で使用の際には，スタート・アップルーチンは4番地から配置してください。 

また，フラッシュ・メモリ・セルフ・プログラミングを有効→無効に設定すると，0番地から4バイト分は0が書き

込まれます。リセットベクタ0番地以外でご使用の際も0番地に分岐させるコードは記述しないでください。 

FlashNWordReadまたはFlashWordReadで予約領域を読み出したときは，0の値が読めます。 

実デバイスでも同一のプログラムを動作させるためには，以下に記述するコードを作成してください。 

 

# RESET handler (0番地の場合) 

.section “RESET”, text 

jr __start  --jr 0xfffd6に書き換えられる 

jr __start 

4 
リセット・ベクタ・ハンドリング指定アドレスに，0番地を指定するとリセットベクタは4番地になります。 

0番地以外を指定すると+4されずに指定アドレスがリセットベクタになります。 

5 

FlashBlockErase()とFlashBlockBlankCheck()後のFlashStatusCheck()の動作について，エミュレーション時は，

FlashStatusCheck()の返却値がFE_BUSYからFE_OKになるまでのタイミングが実デバイスと異なりますので注意し

てください。 

6 

FlashWordWrite, FlashWordRead, FlashNWordReadの第3引数に指定したアドレスがガード領域であった場合，不

正なメモリアクセスとなり，意図しないアドレスでフェイル・セーフ・ブレークが発生します。 

FlashWordWrite, FlashWordRead, FlashNWordReadで指定するアドレスを適切なアドレスに修正してください。 

7 
フラッシュ・オプション設定ダイアログの各設定を有効にするためには，設定後必ずCPUリセットして，再実行す

るようにしてください。CPUリセットを行わず再実行した場合，設定が反映されない場合があります。 
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No 注意事項 

8 

デバッガのワーク分として，最低84(54H)バイトのスタックを確保してください。ブレーク時やフラッシュ書き換

えエミュレーション処理時に最低84(54H)バイトのスタックを消費します。 

割り込みを許可する場合は，さらに，デバッガのワーク分として，84(54H)バイトのスタックが必要です。また，

多重割り込みの場合は，1段ごとに84(54H)バイトのスタックを確保する必要があります。 

9 
CPUリセット時に内蔵RAMの内容が破壊されます。通常，実デバイスにおいて，リセット後の内蔵RAMデータは保証

していませんが，動作が異なる場合がありますので注意してください。 

10 
フラッシュ関数を仕様範囲外の方法で使用したり，サポートしていないフラッシュ関数を呼び出した 

場合，戻り値として"1" が返ります。 

11 

Type04 のエミュレーション時は，以下の制限があります。 

(Ａ)内蔵RAM の最終アドレスから48 バイト分は予約領域としてデバッガが使用します。 

(Ｂ)内蔵フラッシュ・メモリが1M バイトのデバイスの場合，0xFF300 以降の内蔵フラッシュ領域は，デバッグ・

ツールが使用します。 

(Ｃ)フラッシュ関数をアセンブル・モードでステップ実行した場合，デバッグ・ツールのエミュレーション用コー

ドが実行されるため，実際のデバイスが実行するコードと異なります。このため，デバッグ時はソース・モー

ドでステップ実行してください。 

 

 

4.5 Pythonコンソールの注意事項 
 

4.5.1 日本語入力に関する注意事項 

Python コンソールでは日本語入力機能を有効にする事ができません。日本語を入力する場合は，外部エディ

タ等で作成しコピーし貼り付けてください。 

 

4.5.2 プロンプト表示に関する注意事項 

Python コンソールのプロンプトが>>>であるところが>>>>>>というように複数表示される場合や>>>の後

に結果が表示され，キャレットの前に>>>がない場合があります。このような状態でも継続して関数を入力す

ることが可能です。また，Hook 関数や起動オプション，ダウンロード，プロジェクトファイル名.py を実行

した場合，>>>が先に表示され結果が後に表示されます。 

例) Hook 関数を実行した場合 

>>> Hook(r”c:¥test¥test.py”) 

>>> Hello 

(本来は Hello と表示され改行後に>>>と表示されるべきですが，先に>>>と表示されます)  

 

4.5.3 フォルダやファイルへのパスに関する注意事項 

IronPython では，¥(バックスラッシュ)を制御文字として認識します。例えば，先頭が t で始まるフォルダ名

やファイル名の場合¥t で TAB 文字と認識してしまいます。これを回避するには次のように記載します。 

・""の間にパス指定の前に r を記載すると IronPython は""の中がパスと認識します。 

(例)   r"c:¥test¥test.py" 

・¥(バックスラッシュ)ではなく/(スラッシュ)を使用します。 

(例)   "c:/test/test.py" 
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4.5.4 ロードモジュールがないプロジェクトのスクリプト実行に関する注意事

項 

ロードモジュール・ファイルがないプロジェクトを使用して起動オプションでスクリプト指定した場合，も

しくはプロジェクトファイル名.py をプロジェクト・ファイルと同じフォルダにおいてある場合は，通常プロ

ジェクト読み込み後に自動的にスクリプトを実行しますが，ロードモジュール・ファイルがない場合は実行し

ません。 

 

4.5.5 Python コンソールにフォーカスがない場合に関する注意事項 

Python コンソールにフォーカスがない状態で Python コンソールに結果が表示される場合は，最終行を自動

的に表示しません。 

(例)コールバック関数が呼び出される操作を Python コンソール以外で操作した場合，コールバック関数の

結果の最終行を自動的に表示しません。 

 

4.5.6 強制終了に関する注意事項 

無限ループしているようなスクリプトを実行中に以下の操作を行うと，強制的に関数の実行を終了させるた

め，関数の実行結果がエラーになる場合があります。 

1. Python コンソールのコンテキストメニューの｢強制終了｣や Ctrl+D で強制終了 

2. 複数のプロジェクトをもつプロジェクトでアクティブプロジェクトを変更した場合 

 

4.5.7 debugger.Download 関数のプロパティ変更に関する注意事項 

debugger.Download 関数でダウンロードすると，デバッグ・ツールのプロパティのダウンロード・ファイル

を書き換えます。いちど書き換えた後にビルドしたロードモジュールに戻すには，プロジェクトを閉じて再読

み込みしてください。 
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第5章 制限事項 

本章では，制限事項について説明します。 

 

5.1 デバッグ・ツールの制限事項 
文中において，以下の略称を使用しています。 

OCD(シリアル) ：MINICUBE2，E1 エミュレータ(シリアル)，E20 エミュレータ(シリアル) 

OCD(JTAG) ：MINICUBE，E1 エミュレータ(JTAG)，E20 エミュレータ(JTAG) 

 

5.1.1 デバッグ･ツールの制限事項一覧 

 

No. 対象ツール 対象デバイス 制限事項 

1 OCD(JTAG) V850E2M フラッシュ・オプション設定に関する制限事項 

2 IECUBE2 V850E2M 時間計測機能，カバレッジ機能に関する制限事項 

 

5.1.2 デバッグ・ツールの制限事項詳細 

No.1 フラッシュ・オプション設定に関する制限事項 

【対 象】OCD(JTAG)，V850E2M 

【内 容】フラッシュ・オプション設定プロパティのセキュリティ設定とブート・ブロック・クラスタ設定に

は未対応です。どのような値を設定しても無効になります。 

【回避策】ありません。 

【修 正】修正を計画中です。 

 

No.2 時間計測機能，カバレッジ機能に関する制限事項 

【対 象】IECUBE2，V850E2M 

【内 容】任意区間の時間計測機能，およびカバレッジ機能が使用できません。 

【回避策】ありません。 

【修 正】修正を計画中です。 
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第6章 ドキュメント訂正 

本章では，CubeSuite+のドキュメントの訂正について説明します。 

 

6.1 起動編のドキュメント訂正事項 
起動編(資料番号：R20UT0545JJ0100)のドキュメントの訂正について説明します。 

 

6.1.1 インストールの注意事項に関する説明変更 

【場 所】17 ページ 

【削 除】注意 1. コード生成プラグインをインストールする場合は，［詳細設定］ボタンをクリックしてツー

ル詳細設定ウインドウで選択してください。 
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